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＜考査研究１＞話し合いの仕方や結論の出し方を工夫しよう（現代の国語 話すこと・聞くこと） 

 

１ 研究の背景 

 「現代の国語」は，「話すこと・聞くこと」の配当時間が多く，重視されているが，「読むこと」「書

くこと」に比べ，実践や評価の方法の蓄積が少ない。しかしながら，「現代の国語」の「話すこと・聞

くこと」の領域においても，指導と評価を適切に行うため，パフォーマンス課題と併せて考査問題の

特性も最大限生かし，授業内容の充実を図っていく必要がある。「思考・判断・表現」を考査で評価し，

かつ「評価疲れ」を軽減するために，単元の目標に沿った考査問題を作成しようと試みた。 

 

２ 指導目標 

(1) 考査で測りたい力 

自分の立場や考えを明確にした上で，論点を共有しながら，相手の反応に応じて話し合いの仕方や

結論の出し方を工夫する力 

・自分の考えが的確に伝わるよう，自分の立場や考えを明確にするとともに，相手の反応

を予想して論理の展開を考えるなど，話の構成や展開を工夫することができる。〔思考力，

判断力，表現力等〕Ａ(1)イ 

・論点を共有し，考えを広げたり深めたりしながら，話合いの目的，種類，状況に応じて，

表現や進行など話合いの仕方や結論の出し方を工夫することができる。 〔思考力，判断

力，表現力等〕Ａ(1)オ 

(2) 教材 

杉田敦 「政治的思考」 

 宇野重規「未来をはじめる―『人と一緒にいること』の政治学」 

(3) 考査までの流れ（授業展開） 

 ① 杉田敦「政治的思考」の本文の趣旨を把握する。 

 ② 宇野重規「未来をはじめる―『人と一緒にいること』の政治学」を読み，話し合いにおける参  

加者の立場や役割，進行に当たっての工夫について理解する。 

 ③ 話し合いに参加したつもりで，とある発言に反論する（パフォーマンス課題）。 

 ④ 話し合いの進行役の立場で，どのように表現や進行を工夫するかを答える（考査で評価）。 

 

３ 実施した考査問題と採点基準 

 『政治的思考』の本文を示した上で，日常生活を想定した会話の資料を与え，三つの問いを設定し

た。会話文は，『未来をはじめる―「人と一緒にいること」の政治学』を参考にして作成した。 

 問(1)は，自分の立場や考えを明確にすることを問う問題である。ここでの「自分の立場」とは，話

し合いにおける司会進行役の立場のことで，「考え」の道筋は，『政治的思考』の趣旨に沿ったもので

なければならない。 

 問(2)は，問(1)で問われた内容を踏まえ，自分の立場や考えを明確にした上で，表現を工夫するこ

とを問う問題である。周囲に遠慮して意見を言えないでいる「Ｄさん」に対し，「差異を大切にして」

「一人一人意見を聞く」という『政治的思考』の本文の趣旨に沿い，「Ｄさん」が意見を言いやすいよ

う配慮した表現のものが，最もよい評価となる。 

 問(3)は，論点を共有しながら，話し合いの状況に応じて，進行や結論の出し方を工夫することを問
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う問題である。問(2)とは異なり，結論まで出す必要がある。問(3)では，採点のポイントを二つに分

け，それぞれ基準を設けて評価した。「話し合いの過程」の項目では，『政治的思考』の「いろいろな

人の動き」という内容を踏まえて話し合いを進めているかを評価する。「話し合いのまとめ方」の項目

では，これまでに出た意見から論点を共有し，『政治的思考』の本文の趣旨に沿って，全員の意見の調

整を図って結論を出しているかを評価する。問(2)，(3)の採点基準の詳細は以下のとおりである。 

 

問(2) 自分の立場や考えを明確にした上で，相手の反応を見ながら表現を工夫することを問う問題 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 
 
遠慮気味に発言したＤさんの真意を
くみ取る内容である。 

※『政治的思考』本文の趣旨に沿っ
て考え，かつ進行役として，Ｄさ
んの反応に配慮をしながら表現を
工夫したもの 

 
Ｄさんに対して真意を聞こうと
した内容である。 
 
※『政治的思考』本文の趣旨に
一部沿って考え，かつ進行役
として，Ｄさんの反応を見な
がら表現したもの 

 
Ｄさんに対する発言である。 
 
 
※ 進行役として，Ｄさんと
の会話をすることはできた
もの 

 

 

Ａ・Ｂ・Ｃ評価にはそれぞれ配点がある。本研究では，いずれの問いにおいても，Ｃ評価

は０点としたが，各校の実情に合わせて配点するとよい。 

 

４  生徒の取組状況と採点の実態 

 問(1)は客観問題ということもあり，ほとんどの生徒が解答をしていた。問(2)では，無解答は 13％

で，Ｂ評価以上の生徒が77％おり，記述をした生徒はおおむね得点に結びついていた。一方，問(3)で

は，無解答は 31％と増え，書きかけの答案も散見された。記述はしたが，二つの採点項目でどちらも

Ｃ評価だった６％と合わせると，37％の生徒が得点をしていない状況であった。 

 採点については，これまでに行ってきた読み取りの記述問題と比べても，採点にかかった時間に大

きな差はなく，担当者同士の採点基準のすり合わせに苦労した印象もなかった。要因として挙げられ

るのは，まず，授業内容も踏まえながら，単元全体における「考査で測りたい力」を念頭に置いて作

問したことである。次に，作問と同時に生徒の解答を予測しながら採点基準を定めたことである。こ

問(3) 自分の立場や考えを明確にした上で，論点を共有しながら，話し合いの状況に応じて，進行や

結論の出し方を工夫することを問う問題 

話
し
合
い
の 

 
 

 
 

過
程
を
評
価 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 

Ｂさんが意見を変えたこととその経緯
を踏まえた内容である。 
 
 
※『政治的思考』本文の趣旨に沿って
考え，状況に応じて進行の仕方を工
夫したもの 

Ｂさんが意見を変えたこと 
を踏まえた内容である。 
 
 
※状況の変化は理解して，
話し合いを進行したもの 

話し合いを継続してい 
る。 
 

 
※進行役としての立場
は押さえることがで
きたもの 

話
し
合
い
の 

 
 

 
 

 

ま
と
め
方
を
評
価 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 

Ｄさんを含め，全員が納得するよう 
意見を「調整」している。 
 
※『政治的思考』本文の趣旨に沿って
考え，論点（野菜やあっさりしたも
のも一定量食べられるところ）を共
有しつつ，意見の調整を図るなど，
結論の出し方を工夫したもの 

ほとんどの人が納得できる 
結論になっている。 
 
※論点の共有と意見の調整
をある程度までは図りつ
つ，結論を出したもの 

「取りやめる」以外の 
結論が記されている。 
 
※進行役として結論に
向かうことはできた
もの 
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れらによって，ある程度明確に採点基準の境界を設けることができ，解答の方向性を絞るための条件

を設問文に追加することもできた。考査実施後には，採点者で答案を一緒に見ながら採点基準につい

て再度共有できたことも，効率化につながったと考えている。 

 

５ 研究の成果と課題 

(1) 成果 

「話すこと・聞くこと」の「思考・判断・表現」を見取るにあたって，パフォーマンス活動に適し

たものと，そうでないものがある。例えば，今回の授業内容がそうであったように，全員が同じ進行

役でパフォーマンスすることが困難である場合や，一人一人の発表やワークシート等の成果物での評

価も難しい場合については，考査で評価した方が効果的かつ合理的とも言える。そのことに，作問と

評価を通して今回気付けたことは，成果と言える。単元の目標を常に意識し，見取りたい力を，パフ

ォーマンス活動で評価するのか考査で評価するのかを見極め，適切に指導と評価を計画していく必要

がある。 

(2) 課題 

ア 考査実施前 

 採点と違い，作問には時間がかかった。指導書に掲載してある参考文献や資料からヒントを得るな

ど，手持ちの材料を効率よく使って作問し，時間短縮する必要性を感じた。 

イ 考査実施後 

 問(1)(2)は前述したとおり，思考の流れをくんで段階的に答えていくことを想定して作問したが，

生徒の正答率を見ると，想定とは異なる結果が出た。問(2)でＡ・Ｂ評価の生徒が 77％であったのに

対し，問(1)では正答率は 47％にとどまった。問(1)で正答できなかったにもかかわらず，問(2)では

一定の理解を示した生徒がいたことになる。さまざまな要因が考えられるが，設問文に誤解を生む表

現がないかどうか，ねらいが伝わる表現であるか，よく精査しなければならない。今回の考査では，

問(1)の設問文「Ｄさんの後に～」を，「Ｄさんに対して～」とすれば，ねらいがより明確に伝わった

のではないかと考えた。 

 また，段階的に難易度を高めたとはいえ，特に問(3)で，無解答または書きかけの生徒も少なからず

いたことから，生徒の解答時間の予測についても課題が残った。制限時間の中で，適切に「思考・判

断・表現」を見取ることができるよう，各設問の重さと分量を考慮して考査問題を仕上げる必要があ

る。 

 

 



 

【考査問題】 

＜考査研究１＞資料１ 

話 し 合 い の 仕 方 や 結 論 の 出 し 方 を 工 夫 し よ う （ 現 代 の 国 語 話 す こ と ・ 聞 く こ と ） 

 

問 十 二 次 に 挙 げ る 資 料 は 、 仲 の よ い 友 達 同 士 ５ 人 で 、 夕 飯 を 食 べ に 行 こ う と し た と き の 会 

  話 で あ る 。 あ な た が 他 の ４ 人 に 、 何 が 食 べ た い か を 聞 い た と こ ろ 、 次 の よ う に な っ た 。 

  こ れ を 見 て 、 『 政 治 的 思 考 』 の 趣 旨 に 沿 っ て 考 え 、 後 の ⑴ ～ ⑶ の 問 い に 答 え よ 。 

 資 料 

 

   あ な た ： み ん な 、 何 が 食 べ た い ？ 私 は 肉 が 食 べ た い な あ 。 

   Ａ さ ん ： 私 も お 肉 が い い ー ！ 私 は 焼 肉 食 べ た い ！ 

    Ｂ さ ん ： 私 も 焼 肉 が い い ！ 。 

    Ｃ さ ん ： ん ー 、 私 は 今 、 和 食 の 気 分 だ な あ 。 

   Ｄ さ ん ： う ー ん … … え え と … … 何 で も い い よ 。 私 は み ん な に 合 わ せ る よ 。 

 

 

⑴ あ な た が こ の 話 し 合 い を 進 行 す る に 当 た っ て 、 Ｄ さ ん の 後 に 発 言 を す る 場 合 、 ま ず は 

 本 文 の ど の 内 容 を 根 拠 に 話 す べ き か 。 次 の 三 つ か ら 一 つ 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。 

 

自 分 の 立 場 や 考 え を 明 確 に す る こ と を 問 う 問 題 

 

  ア 利 害 関 係 を 異 に す る 意 見 の 調 整 を す る こ と 

 イ 人 と の 距 離 感 を 大 事 に 各 々 の 意 見 を 聞 く こ と 

 ウ す っ き り し た 結 論 の 出 な い 不 透 明 さ が あ る こ と 

 

⑵ Ｄ さ ん へ の 言 葉 が け の 内 容 は ど の よ う な も の に な る か 、 記 せ 。 （ 実 際 の セ リ フ で も 、 

 内 容 を ま と め た も の で も よ い が 、 言 葉 が け の 意 図 が 分 か る よ う に 記 す こ と ） 
 

自 分 の 立 場 や 考 え を 明 確 に し た 上 で 、 相 手 の 反 

応 を 見 な が ら 表 現 を 工 夫 す る こ と を 問 う 問 題 

 
 

⑶ こ の 会 話 の 後 、 Ｄ さ ん の 反 応 を 見 た Ｂ さ ん が 、 「 や っ ぱ り 野 菜 を た く さ ん 食 べ た い 」 

 と 言 い 出 し た 。 こ の 後 、 何 を 食 べ に 行 く か を 決 定 し た が 、 決 定 に い た る 過 程 も 含 め て 、 

ど の よ う な 結 果 に な っ た か を 説 明 せ よ 。 そ の 際 、 誰 に 、 ど の よ う な 意 図 で 、 ど の よ う な 

内 容 の 言 葉 が け を し た か が 分 か る よ う に 説 明 す る こ と 。 た だ し 、 所 持 金 の 多 寡 は 行 き 先 

の 決 定 に 影 響 し な い も の と し 、 「 取 り や め る 」 と い う 結 果 に も な ら な い も の と す る 。 

 

自 分 の 立 場 や 考 え を 明 確 に し た 上 で 、 論 点 を 共 

有 し な が ら 、 話 し 合 い の 状 況 に 応 じ て 、 進 行 や 

結 論 の 出 し 方 を 工 夫 す る こ と を 問 う 問 題 

 

 



 

【生徒の解答（抜粋）】 

＜考査研究１＞資料２ 

話 し 合 い の 仕 方 や 結 論 の 出 し 方 を 工 夫 し よ う （ 現 代 の 国 語 話 す こ と ・ 聞 く こ と ） 

 
⑵  

 Ａ 評 価 

  ・ み な が 同 じ で は な い の で 、 差 異 を 大 切 に す る た め 、 苦 手 な も の は な い の か 、 み な と ち  

が う も の で も 伝 え て も よ い 、 と い う こ と を 言 う 。  

  ・ み ん な に 合 わ せ る の も 一 つ の 意 見 だ け ど 、 我 慢 し て な い か な ？ み ん な が み ん な 同 じ  

意 見 に な る と は 限 ら な い し 、 一 人 一 人 違 っ て あ た り 前 だ よ 。 Ｄ さ ん が ど ん な 意 見 だ っ

た と し て も 私 た ち は そ れ を 尊 重 す る よ 。  

 Ｂ 評 価 

  ・ 焼 肉 と 和 食 だ っ た ら ど っ ち が い い ？  

  ・ Ｄ さ ん 、 も し 今 食 べ る と し た ら 何 が た べ た い ？  

 Ｃ 評 価 

  ・ じ ゃ あ 、 シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー の フ ー ド コ ー ト で 食 べ る の は ど う か な ？ フ ー ド コ ー ト  

だ っ た ら お 肉 系 の 食 べ 物 も 和 食 も あ る し 、 Ｄ さ ん は そ こ に つ い て か ら 選 べ る か ら い い  

ん じ ゃ な い か な 。  

  ・ お 肉 食 べ る と 元 気 出 る よ ！ ！ ど う ！ ？  

 

⑶ ※ 実 線 は 採 点 項 目 １ （ 過 程 ） 、 点 線 は 採 点 項 目 ２ （ ま と め ） の 判 断 要 素 

Ａ 評 価 

・ Ｄ さ ん が 「 味 の 濃 い 物 の 気 分 で は な い 」 素 振 り を 見 せ た こ と に 対 し 、 Ｂ さ ん が 妥 協 し 

て 「 野 菜 が 食 べ た い 」 と 言 っ た 。 自 分 は 肉 も 野 菜 も 和 食 も 食 べ た か っ た の で 、 バ イ キ 

ン グ は ど う か と 考 え た 。 そ こ で ま ず Ａ さ ん に 焼 肉 か ら 肉 に 妥 協 し て も ら う た め 、 「 た 

だ の 肉 で も い い か 」 と た ず ね た と こ ろ Ｏ Ｋ を も ら え た 。 （ 一 般 的 に バ イ キ ン グ で 和 食 

や 野 菜 は あ っ て も 焼 肉 は な い と 考 え た 。 ） そ し て 全 体 に 、 全 員 が 希 望 の も の を 食 べ ら 

れ る バ イ キ ン グ は ど う か と 提 案 し た と こ ろ 、 全 員 が 賛 成 し た の で 、 バ イ キ ン グ に 決 定 

し た 。 【 採 点 項 目 １ ・ ２ と も に Ａ 評 価 】 

Ｂ 評 価  

 ・ 「 お 肉 を 食 べ た い 人 と 、 野 菜 を 食 べ た い 人 と 、 和 食 を 食 べ た い 人 が い る ね 。 」 と 、 全 

体 に ま と め の 意 見 を 言 う 。 

Ａ さ ん に 「 お 肉 は お 肉 で も 焼 肉 じ ゃ な く て も い い 。 」 と 許 可 を 取 り 、 全 体 に 「 ト ン カ 

ツ 屋 に し な い ？ お 肉 も あ る し 、 和 食 だ し 、 定 食 だ か ら 野 菜 を た く さ ん 使 っ た メ ニ ュ ー 

も あ る よ 。 」 と 意 見 を き き 、 ト ン カ ツ を 食 べ に 行 っ た 。 【 採 点 項 目 １ ・ ２ と も に Ｂ 評 

価 】 

Ｃ 評 価 

 ・ じ ゃ も う 和 食 派 と 焼 肉 派 に 分 か れ て 代 表 者 決 め て 、 ジ ャ ン ケ ン と か に す る ？ （ ジ ャ ン 

ケ ン し て 焼 肉 派 が 勝 つ ） 今 日 は 、 焼 肉 に し よ 。 次 行 く 時 は 、 Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ さ ん の 意 見 を 

優 先 し て ご 飯 行 こ う よ 。 【 採 点 項 目 １ ・ ２ と も に Ｃ 評 価 】 

 


